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１ 研究主題 

はてなを楽しみ、主体的に追究する子供の育成 

～持続可能な社会の創り手を育むための問題解決学習の充実～ 

 

２ 研究主題設定の理由 

本校の児童は、全国学力・学習状況調査や狛江市学力調査の結果を見ると、どの教科も市及び全国の平均

点を上回っており、基礎的な学力は概ね身に付いている。また、東京都が実施している「児童・生徒の学力

向上を図るための調査」においても、多くの項目で肯定的な回答が８割前後を占めている。しかし、「他の

人と意見が違ったときは、質問して相手の考えを確かめている。」、「自分が考えたことを、積極的に他の人

や先生に伝えようとしている。」という２項目においては、肯定的な回答をする児童が７割を下回るなど少

ない傾向が見られた。以上の点から本校の児童の多くは、学習に粘り強く取り組み、基礎的な学力を概ね身

に付けているものの、協働的に問いを解決しようとしたり、自分の考えを発信したりする活動には苦手意識

を抱いているという実態が明らかになった。 

現代社会は変化が激しく、見通しのもてない社会と言われている。また、気候変動、生物多様性の喪失、

資源の枯渇、貧困の拡大など、将来の世代の恵み豊かな生活の確保も危ぶまれている。このような社会を生

き抜いていくためには、あらゆる他者と協働しながら主体的に問いを追究し、問題解決を図る学びに向かう

力を身に付け、持続可能な社会の創り手となることが求められる。 

児童の実態及び社会的な背景を踏まえ本校では、児童が、答えのない問いや課題を主体的に追究したり、

学習の過程で他者と協働して問題解決を行おうとしたりする力を、学習活動を通して一層高めることを目標

に、生活科・総合的な学習の時間を中心に据え、研究主題を上記のように設定し、研究を行うこととした。 

 

３ 研究のねらい 

 明確な答えのない問いに対して、あらゆる他者と協働しながら主体的に問題を追究し、解決を図ろうと

する態度を育成すること。 

 (例) ・ やりたいことをはっきりと言える子 

    ・ わからないことをはっきりと言える子 

    ・ 他者の考えを聞き、よりよい方法を考えられる子 

    ・ いろいろな考えを比較し、総合的に考える子     など 

 

４ 研究の内容 

(１) 実態把握及び環境整備 

主体的・協働的な学びを充実したものにするためには、児童の学習環境が整っていることが不可欠である。

そのために以下の５点の手立てを行う。 

・ 全国学力・学習状況調査等を活用した児童の実態把握 

・ 指導と評価の一体化による授業改善の実現に向けた OJTの推進 

・ ESDカレンダーを活用した計画的なカリキュラムマネジメントの充実 

・ 図書や ICTを活用した情報活用能力育成環境の整備 

・ 失敗を恐れず安心して挑戦できる学校全体の風土の醸成  



 

(２) 生活科・総合的な学習の時間（いっしょうタイム）を軸にした持続可能な社会の創り手を育むための問

題解決学習の充実 

① ESDの視点に立った重視する能力態度を盛り込んだ単元計画の作成 

国立教育政策研究所の整理した ESDの視点に立った学習指導における重視する能力態度を単元指導

計画の中に計画的に位置付け、意図的・計画的に ESDの視点に立った学習指導で重視する能力態度を

高めていくことができるようにする。 

ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度（例） 

 能力・態度 具体例 

１ 批判的に考える力 
情報や他者の意見を、よく検討・理解したうえで取り入れる力 

よりよい方法や解決策はないかすすんで考える力 

２ 未来像予測して計画を立てる力 
見通しや目的意識をもって計画を立てる力 

他者がどのように受け取るかを想像しながら計画を立てる力 

３ 多面的・総合的に考える力 
一つの事象を異なる視点で捉えること 

様々な物事を関連付けて考える力 

４ コミュニケーションを行う力 

自分の考えをまとめて簡潔に伝える力 

自分の考えと他者の考えを比較したり、他者の意見を取り入れた

りする力 

５ 他者と協働する態度 

相手の立場を考えて行動しようとする態度 

仲間を励ましたり、考えを交流したりしながらチームで活動する

態度 

６ つながりを尊重する態度 

人・もの・こと・社会・自然など、自分が様々なものごととつな

がっていることに関心をもつ態度 

いろいろなもののお陰で自分がいることを実感する態度 

７ 進んで参加する態度 
自分の発言や行動に責任をもち、約束を守ろうとする態度 

自分の役割を理解し、ものごとに主体的に取り組もうとする態度 

 

② 意欲を喚起する導入の工夫 

   問題解決的な学習を充実させるためには、事象との出合いの工夫や問いの工夫が重要だと考える。

そこで、本校では単元の導入場面で以下の２点の工夫を行うこととした。 

〇 児童の疑問や意欲を高められるような出合いや問いの工夫 

・ 教師の困り感や、実社会の課題や現状などの提示 

 ・ 児童の思考の流れを想定した問いの工夫 

〇 新たな問いを見出したり、自分の意志をもったりするための問い返しやフィードバックの工夫 

・ 価値観の変容 態度化 行動化 を促す 

 

 ③ 主体性を高めるための活動の工夫 

    児童が主体的に問いを見出しても、その後の学習展開を教師がリードしてしまったり、解決の見通

しが一切もてない状況に陥ってしまったりしては、児童の主体的な学びは実現できない。児童の主体

的な学びを実現し、学びに向かう力をより一層高めていくために本校では以下の４点の工夫を行うこ

ととした。 



 

〇 教師の指導性発揮の場面と、児童の主体性尊重の場面のバランスを考えた指導計画の作成 

・ 学級全体で共通理解を図るべきことや、まとめ方など、指導性が求められる場面では躊躇なく

指導性を発揮する。 

     ・ 児童の主体性尊重の場面では、教えるのではなく、問い返したり、思いを伝えたりして思考

を促す。 

 

〇 児童の発想を大切にした学習展開（児童の主体性発揮の場面において） 

・ 子供の考えや意欲を受けとめ、肯定する（まずやってみる→失敗したらまた策を練る） 

・ 主体性尊重の場面では、子供を信じて学習を任せる。 

 

〇 見通しをもたせるための工夫 

・ 子供と相談をして、めあてを達成するために何時間必要か計画し、その時間は子供主体の学 

習を行う。 

・ 毎時間振り返りを行い、学習進度を調整しながら学習を展開できるようにする。 

・ 必要に応じて教師のフィードバックを行う。 

 

〇 振り返りの視点の工夫 

・ 子供に視点を示したり、子供自身が視点を選択したりして振り返りを行うことで、学習の深

まりを子供自身が実感できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

→ 自分で考え 情報を集め 自分で決め 行動する 子供へ 

 

５ 研究仮説 

生活科・総合的な学習の時間を軸に ESDの視点に立った授業づくり（問題解決学習）を行い、主体的な

学びにつながるよう導入や展開を工夫すれば、自らの考えで行動し、友達と関わりながら課題に対して粘

り強く問題解決に取り組む児童が育つであろう。 

 

 

振り返りの視点（現在検討中） 

☆ 学びの深まりについての振り返り（学習前後の変容） 

☆ 学習状況の振り返り（順調に進んでいるか 進捗状況） 

☆ 学習方法の振り返り（どのような方法で学習したか。次回はどんな方法で行うか） 

☆ 学び合いの振り返り（友達の話を聞いて、やり方を見て、感じたこと） 


